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　石垣島の南部に段丘状に広がる大地は、起源をサンゴ礁の隆起及び海面低下によって長い年月を経
て形成されたカルスト地形に属します。地質のサンゴ礁起源石灰岩は気候条件に影響を受けやすく、
多孔性で溶解・溶食を受けて石灰岩洞窟や湧泉などの地形景観を生み出し、昔の人々の生活に強く関
わっていました。
　しかし、復帰後の土地改良事業は地下水系を全く配慮しないコンクリートの排水溝を巡らした、海
域に雨水を早く排出する基本構想で進められ、轟川、宮良川、新川川等の河川は農地からの表土を大
雨の度にはぎ取る赤土流出が続いたのです。近年、土地改良事業の基本傾斜をより平坦に変えて豪雨
による表土流出・赤土流出対策の、土地改良事業のやり直しとも言える耕土流出防止事業も行われる
ものの、八重山の気候である台風や豪雨の度に海域を赤く染める赤土流出が続いています。

　表題に上げた真喜良地区・地下水系調査は、石垣島に備わる豪雨の雨水を浄化し、時間を送らせて
海域に送り込む地下水系の働きを調査・確認するものです。また、豊かな地下水脈も合わせて確認可
能です。調査によって得られる可能性として

　１、地下水系に備わる排水能力と浄化能力の確認と豪雨の排水を遅らせる働き。
　２、未活用の地下水脈（水資源）の確認。
　３、カルスト地形を生かした浸透型排水施設の試み。（宮古島はすべて地下浸透排水）
　４、農地の表土流出を減らし、長雨による根グサレを改善する農業面での改善。
　５、海域生態系の回復と観光、漁業等の自然社会資本の持続可能性の回復。

　以上の可能性を秘めた本調査は、石垣市の未来に必ず新しい未来の可能性を示してくれますので
　ぜひ、検討下さい。
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